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平成２８年１１月２１日

教育委員会 文化財課

みやざき歴史文化館等の指定管理者候補者の選定について

みやざき歴史文化館等の指定管理者については、次のとおり候補となる団体を選定しまし

た。

なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、平成２８年１２月議会で可決された場

合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営にあたることとなります。

1.指定管理者候補者の概要

(1)団体等の名称

公益財団法人 宮崎文化振興協会

(2)代表者名

理事長 井上 雄二

(3)主たる事務所の所在地

宮崎市宮崎駅東一丁目２番地２

(4)設立年月日

昭和６２年３月２０日

(5)設立目的

学術及び科学技術、文化及び芸術の振興を図り、豊かな人間性と創造性を備えた人材

の育成と文化の香り豊かなまちづくりに寄与することを目的とするとともに、その目的

に資するための事業を行う。

(6)事業概要

①科学及び科学技術に関する知識の普及及び啓発

②歴史、民俗、神話等に関する知識の普及及び啓発

③河川及びその周辺の自然、歴史、生活文化等に関する知識の普及及び啓発

④文化、市民活動の促進及び公共サービスの向上に関する事業

⑤教育文化施設の管理運営に関する事業

⑥その他この法人の目的を達成するために必要な事業

(7)資本金又は基本財産

３０，０００，０００円

(8)従業員数

８０人

2.指定期間（予定）

平成２９年４月１日から平成３２年３月３１日まで（３年間）
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3.施設及び業務の概要

(1)施設概要

(2)業務概要

① 歴史、民俗、神話等に関する資料（以下「資料」という。）を収集し、保管し、展示

し、及び公開すること。

② 資料に関する専門的な調査及び研究を行うこと。

③ 資料に関する講演会、講習会等を開催し、及びその奨励を行うこと。

④ 資料に関する目録、解説書、調査研究報告書、年報等の刊行に関すること。

⑤ 前各号に掲げるもののほか、歴史資料館の設置目的の達成に必要なこと。

(3)現在の管理方法

指定管理者 公益財団法人宮崎文化振興協会

（平成２６年４月１日から平成２９年３月３１日まで））

4.事業計画の概要

(1)管理運営の基本姿勢

・宮崎の歴史、民俗、神話等に関する事業を通して、郷土の歴史についての興味・関心

を高め、郷土愛を育む。

・歴史文化の拠点施設として地域づくりに寄与する。

・コスト管理に基づいた効率的な施設運営を推進する。

(2)利用者サービスの向上、利用促進についての考え方等

・開館時間の延長、閉館日の臨時開館

・アンケート調査、協会モニターによる利用者ニーズの把握

・インターネットや機関紙を活用した広報の充実

(3)安心､安全面の考え方等

施設名 所在地 施設規模（延べ床面積）

みやざき歴史文化館
宮崎市大字芳士岩永迫２２５

８番地３
２，２０４．６平方メートル

宮崎市

佐土原

歴史資

料館

鶴松館（出土文

化財管理センタ

ー含む）

宮崎市佐土原町上田島８２２

７番地１
１，３５８．９平方メートル

商家資料館「旧

阪本家」

宮崎市佐土原町上田島１６０

１番地２
１３８．０平方メートル

宮崎市天ケ城歴史民俗資

料館

宮崎市高岡町内山３００３番

地５６
１，４３２．３平方メートル
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・開館中の見回り強化、及び夜間の緊急時連絡体制の構築

・防火管理者の配置と職員に対する防災意識レベル向上のための研修計画

(4)管理運営体制

・みやざき歴史文化館館長以下１５名（現在の体制と比較し、４名の削減）

・３館への専門職員（学芸員）の配置（計４名）

(5)個人情報保護の考え方等

・個人情報保護規定、個人情報保護規定取扱要綱、特定個人情報取扱規定の遵守

・顧問弁護士による職員研修の実施

※ 上記の事業計画は、あくまで指定管理者候補者から選定に当たり示された内容であり、

実際に行う事業の計画は、指定後に市と当該団体との間で協議の上、決定します。

5.収支計画の概要

■収入 （単位：千円）

■支出 （単位：千円）

・指定管理料の縮減（平成２８年度実績比１８，１４４千円（１６．７％）縮減）

※ 上記の収支計画は、あくまで指定管理者候補者から選定に当たり示された内容であり、

最終的な収支計画（指定管理料を含む。）は、指定後に市と当該団体との間で協議の上、

項 目 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３ヵ年合計

指定管理料 90,516 90,516 90,516 271,548

利用料金 0 0 0 0

そ の 他 302 302 282 886

収入合計 90,818 90,818 90,798 272,434

項 目 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３ヵ年合計

人 件 費 40,047 40,305 40,537 120,889

旅 費 582 616 468 1,666

需 用 費 16,128 16,411 16,496 49,035

役 務 費 3,147 2,624 2,619 8,390

委 託 料 23,867 24,122 23,867 71,856

使 用 料 3,218 3,068 3,048 9,334

そ の 他 3,829 3,672 3,763 11,264

支出合計 90,818 90,818 90,798 272,434
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決定します。

6.選定結果の概要

(1)申請の概況

①申請団体

公益財団法人 宮崎文化振興協会

②募集日程

要項及び申請書類様式の配布 平成２８年７月１４日

質疑の受付 平成２８年７月１４日から９月２日まで

質疑の回答 随時

書類の提出期限 平成２８年９月２６日

書類審査等 平成２８年９月２７日～１０月１９日

ヒアリングの実施 平成２８年１０月１９日

(2)教育委員会指定管理者候補者選定委員会

（敬称略）

(3)選定の概況

ア 選定理由（非公募理由）

教育委員会指定管理者候補者選定委員会において、次期指定管理者候補者の選定方法

について協議した結果、「宮崎市公の施設における指定管理者制度に関する基本方針」に

示す下記の非公募の要件により、募集の方法を「非公募」とし、公益財団法人宮崎文化

振興協会に対して申請書の提出を求めることに決定した。

【非公募の要件】

専門的かつ高度な技術、ノウハウなどを有する特定の団体を指定することが適切な施

設の管理運営に資すると認められる場合

【理由】

役 職 等

委員長 教育局長

委 員 宮崎市社会教育委員

〃 宮崎市文化財審議会委員

〃 宮崎大学教授

〃 宮崎公立大学准教授

〃 みやぎん経済研究所職員

〃 企画総務課長

〃 学校教育課長

〃 生涯学習課長

〃 文化財課長
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① 現在、歴史資料館３館には、市民から寄贈・寄託を受けたものなど、7,800 点近い

資料が保管されている（うち寄託資料は 1500 点余）。これらの資料は、指定文化財（国・

県・市指定）を含め、大部分が地域の歴史と文化を伝える文化財であり、その希少価

値は極めて高い。資料館には、これら資料の劣化を防ぐための保管業務、資料を利用

した展示等の業務、または資料の収集活動や他施設との資料の貸借など、資料に対す

る責任と管理能力が必要とされ、直営またはそれに準じる専門的技術と能力が求めら

れる。

② 上記資料を管理・活用していくには、考古・歴史・民俗分野の資料を取り扱うこと

ができる専門的な技術と知識が必要である。現在、指定管理者となっている（公財）

宮崎文化振興協会には、4人の学芸員が配置され、専門的かつ高度な技術、ノウハウ

を有している。また、企画立案能力にも優れ、平成 25、27 年度には、3館合わせて 10

万人を超える入館者が訪れている（25 年度の入館者は 3館合わせて 108,549 人で過去

最高）。

上記の要件を満たす団体は（公財）宮崎文化振興協会に限定され、非公募とするこ

とが適当である。

イ 審査結果一覧

合計点が基準点である６割に達したため、指定管理者として適格と認めた。

選定の基準

満点

（配点×委

員数）

最低基準点

候補者

公益財団法人

宮崎文化振興協会

①住民の平等な利用の確保 200 160

②施設の設置目的を最大限に

発揮する事業計画（重要基準）。
650

260

（満点×40％）
496

③経費の縮減 300 201

④事業計画に沿った管理を行

うための十分な物的能力と人

的能力

550 427

⑤安全管理 200 142

⑥環境保護及び障がい者の雇

用等
100 79

合計得点 2000
1200

（満点×60％）
1505

【参考】提案金額（３年間） 271,548 千円



6


